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新しい年度が始まって、ひと月たち、ゴールデン・ウィーク
あたら ねん ど はじ つき

がはじまりました。暖かい、良い陽気になってきましたね。新しいクラスにはもうなれ
あたた よ よう き あたら

ましたか？

１年生も加わり、第三吾嬬小学校は現在、５４３名の児童が一緒に生活しています。
ねんせい くわ だい さん あ づましようがつこう げん ざい めい じ どう いつしよ せい かつ

暗唱も、たくさんの人がちょうせんにきてく
あんしよう ひと

れました。クラスのみんなで練習してくれてい
れんしゆう

ると言う話も聞きました。
い はなし き

私が出かけていて、るすにしていたこともあ
わたし で

りましたので、せっかく来たのにできなかった
き

という人もいたかもしれません。暗唱は、いつ
ひと あんしよう

でもちょうせんできますから、また来てくださ
き

い。校長室で皆さんが来るのを、楽しみに待っ
こうちようしつ みな く たの ま

ています。

さて、５月の暗唱課題は・・・
あんしよう か だい

今から１０００年以上 前の、平安時代に、清 少納言が書いた『 枕 草子』から、第一段
いま ねん い じようまえ へいあん じ だい せいしよう な ごん か まくらのそう し だいいちだん

の「春」「夏」にちょうせんします。これまでにも何度か課題にしましたが、やはり「こ
はる なつ か だい

れは外せない！」という、日本の古典です。
はず に ほん こ てん

『 枕 草子』は、 鴨 長 明の『方 丈 記』（「ゆく河の流れは絶えずして…」）、吉田兼好
まくらのそう し かものちようめい ほうじよう き かわ なが た よし だ けんこう

の『徒然草』（「つれづれなるままに、日くらし硯にむかひて…」）とともに、「３大随筆」
つれづれぐさ ひ すずり さんだいずいひつ

と呼ばれる優れた作品です。今回 挑 戦してもらう「第一段」は、清少納言が日本の四季
よ すぐ さくひん こんかいちようせん だいいちだん せいしよう な ごん に ほん し き

のそれぞれのお気に入りを書いた作品です。特に出だしの「春」は有名です。１０００年
き い か さくひん とく で はる ゆうめい ねん

以 上経った今でも、みんなに親しまれているなんて、本当にすごいことですね。
い じよう た いま した ほんとう

【清少納言】 平安中期の女流随筆家・歌人
せいしよう な ごん へいあんちゆう き じよりゆうずいひつ か か じん

歌人清原元輔 (もとすけ) の 娘 。 紫 式部と並び 称 せられた才女で，一 条 天皇の
か じんきよはら むすめ むらさきしき ぶ なら しよう さいじよ いちじようてんのう

中宮定子に仕えた。著書に『 枕 草子』，家集『清少 納言集』。
ちゆうぐうさだ こ つか ちよしよ まくらのそう し か しゆう せいしよう な ごんしゆう

出 典 旺 文 社 日 本 史事 典 三訂版
しゆつてん おうぶんしやにほんしじてん


